
 

   イ  小児科定点 

   (ｱ)  ＲＳウイルス感染症 

平成３０年は年間報告数１,１１０例，年間定点当たり報告数２５.８１であり，年間定点当たり報告数

の過去５年平均値との比は１.１３，前年比は０.８９であった。 

過去１０年間の年間当たり報告数では，平成２９年に次いで多かった。平成２４年以降，増加傾向

が続いている。 

 月別定点当たり報告数では９月（９.０２），８月（４.５６），１０月（３.４４）が多かった。 

 年齢階級別では，１歳（３９.３％）が最も多く，次いで６箇月～１１箇月（２２.０％），０箇月～５箇

月（１６.５％），２歳（１５.９％），の順となり，２歳以下が全体の９３.７％を占めた。 

 



 

   (ｲ)  咽頭結膜熱 

平成３０年は年間報告数４９３例，年間定点当たり報告数１１.４７，年間定点当たり報告数の過去

５年平均値との比０.６５，前年比０.６５であった。 

月別定点当たり報告数では６月（２.０５），５月（１.７２）及び１２月（１.７０）が多かった。 

年齢階級別では１歳（２７.６％）が最も多く，次いで２歳（１８.３％），３歳（１４.０％）の順となり，１～

３歳以下が全体の５９.９％を占めた。 

 



 

    (ｳ)  Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

平成３０年は年間報告数２,５７７例，年間定点当たり報告数５９.９３，年間定点当たり報告数の過

去５年平均値との比１.０３，前年比０.９０であった。 

 過去１０年間の年間定点当たり報告数は平成２９年，２７年，２４年に次いで４番目に多かった。 

 月別定点当たり報告数では，６月（６.９５），７月（６.２８），５月（５.９１）の順に多かった。 

年齢階級別では，５歳（１３.５％）が最も多く， ６歳（１２.５％），４歳（１１.８％），７歳（１０.７％）の

順となり，４歳～７歳が４８.５％を占めた。 

 



 

   (ｴ)  感染性胃腸炎 

平成３０年は年間報告数１２,１９０例，年間定点当たり報告数２８３.４９，年間定点当たり報告数の

過去５年平均値との比０.９２，前年比０.９７であった。 

        月別定点当たり報告数では５月（３２.４０），６月及び１２月（３０.８６）の順に多かった。 

      年齢階級別では，１歳（１４.５％）が最も多く，次いで２歳（１１.４％），２０歳以上（１０.５％）であった。 

 



 

   (ｵ)  水痘 

平成３０年は年間報告数５２２例，年間定点当たり報告数１２.１４，年間定点当たり報告数の過去

５年平均値との比０.４９，前年比０.９８であった。 

 年間定点当たり報告数が平成２５年から連続して減少し，過去１０年間で最少となった。 

 月別定点当たり報告数では，１２月（２.３０），１１月（１.４２），５月（１.１６）の順に多かった。 

 年齢階級別では，４歳（１４.４％）に次いで，５歳（１３.６％），６歳（１３.０％），７歳（１０.５％）の順

に多く，４～７歳が全体の５１.５％を占め，３歳以下の割合は年々減少している。 

 

 



 

   (ｶ)  手足口病 

平成３０年は年間報告数が１,３６４例，年間定点当たり報告数は３１.７２，年間定点当たり報告数

の過去５年平均値との比０.４７，前年比０.３５であった。 

過去１０年間の年間定点当たり報告数をみると，ほぼ隔年で増減を繰り返しており，平成３０年は

少ない年であった。 

  月別定点当たり報告数は，７月（１２.１４），９月（４.３５），８月（４.１２）の順に多く，２月～４月の報告

数は少なかった。 

年齢階級別では，１歳（３２.８％）が最も多く，次いで２歳（２５.７％），３歳（１１.７％）となり，１歳～３

歳が全体の７０.２％を占めた。 

 



 

   (ｷ)  伝染性紅斑 

平成３０年は年間報告数１９５例，年間定点当たり報告数４.５３，年間定点当たり報告数の過去５

年平均値との比０.６７，前年比３.３６であった。第４８週以降，報告数が急増した。 

 月別定点当たり報告数では，１２月（１.９８）が最も多く，次いで１１月（０.９３），１０月（０.４４）の順

に多かった。 

 年齢階級別では，４歳（２１.０％）が最も多く，次いで５歳（１５.９％），６歳（９.７％）の順であっ

た。 

 

 



 

   (ｸ)  突発性発しん 

平成３０年は年間報告数７８７例，年間定点当たり報告数１８.３，年間定点当たり報告数の過去５

年平均値との比０.９５，前年比０.９４であった。 

過去１０年間の年間定点当たり報告数は横ばい傾向で，平成３０年は最も少なかったものの，平

均値（１９.３６）をやや下回る程度であった。 

月別定点当たり報告数では，４月（２.２８）が最も多く，次いで７月（２.２１），５月（２.０９）の順に多

かった。 

年齢階級別では，１歳（５１.８％）が半数以上を占め，次いで６箇月～１１箇月（３２.７％）の順で，

１歳以下が全体の８５.５％を占めた。 

 

 



 

 

 (ｹ)  ヘルパンギーナ 

平成３０年は年間報告数９４７例，年間定点当たり報告数２２.０２，年間定点当たり報告数の過去

５年平均値との比０.８８，前年比０.９３であった。 

過去１０年間の年間定点当たり報告数と比べると中央値（２２.１５）に近かった。 

月別定点当たり報告数では，７月（８.４７），８月（４.１６），９月（２.９３）の順であった。 

年齢階級別では，１歳（３３.４％）が最も多く， 次いで ２歳（２４.７％）， ６箇月～１１箇月及び３

歳（９.０％）の順で，６箇月～３歳が全体の７６.１％を占めた。 

 

 



 

   (ｺ)  流行性耳下腺炎 

平成３０年は年間報告数１２７例，年間定点当たり報告数２.９５，年間定点当たり報告数の過去５

年平均値との比０.１９，前年比０.２５であった。 

過去１０年間の年間定点当たり報告数で最も少なかった。 

月別定点当たり報告数では，１月（０.４０），６月（０.３５），５月（０.３３）の順に多かった。 

年齢階級別では，６歳（１７.３％），次いで５歳及び１０～１４歳（１４.２％）の順であった。 

 

 




